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概要：

注射剤である実験段階の「COVID-19ワクチン」と称される製品の高い毒性の結果と
して、2020年末に開始された大規模な世界的ワクチン接種キャンペーンにより、世
界の人口は軽度から重度まで多様な健康障害を発症し、被害を受けている。これら
の注射剤に関連する死亡数および副作用の数は、過去のすべてのワクチンの合計を
はるかに上回っている。

この点に関しては、突然死の異常な増加および他の疾患による死亡の増加が顕著で
あった。この健康障害の増加は、接種者数および一人当たりの投与量の増加と同時
に現れ、特に接種を受けた人口に影響を及ぼしている。したがって、2021年以降、
病態の数および種類の増加がこれらの実験的製品の投与と明確に関連していること
が示されている。2023年末までにSEM-EDXおよびその他の方法論を用いて独立した
複数の研究グループにより検出された24種類の未申告化学元素に基づき、COVID-19
ワクチン各ブランドのバイアル内容物に関するより正確な情報を得るため、各方法
論の適用範囲の限界を考慮しつつ、本研究の目的はこれらの発見を裏付け、既知の
元素に加えて追加の元素を特定し、検出されたすべての元素の量を定量することで
あった。そのために、アストラゼネカ／オックスフォード、カンシノバイオロジク
ス、ファイザー／バイオエヌテック、シノファーム、モデルナ、スプートニクVの各
ブランドの異なるロットのバイアル内容物を分析した。ICP-MSにより、55種類の未
申告化学元素が高精度で同定され、定量された。

キーワード：COVID-19ワクチン、ICP-MS、未申告化学元素、アストラゼネカ、コビシ
ールド、カンシノバイオロジクス、ファイザー、バイオンテック、コミナティ、シノフ
ァーム、コビロ、モデルナ、スパイクバックス、スプートニクV、ナノテクノロジー、
有害事象、品質管
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1. はじめに

2020年末から2021年初頭にかけて開始された大規模かつ世界的なワクチン接種
キャンペーンの直後、これまで一般的にインフルエンザ様症候群と関連付けられて
いた一連の症候群を予防することを目的とし、未だに明確に解明されていない理由
によりCOVID-19と命名された疾患に対し、
COVID-19ワクチンの投与量が増加するのと並行して、世界中で多様な健康障害に苦
しむ人々が増加し始めた（Servín de laMora, 2023aおよび2023b）、その中には数百万
人の死亡例も含まれている。南半球の17か国（アルゼンチンを含む）における死亡
率に関する最近の研究では、これらの国のすべての年齢層を総合的に考慮した結果
、死亡率が0.126 ± 0.004 %増加していることが判明しました。これは、2023年9月2日
までに135億回以上の接種物の投与により、世界中の政府が報告したところによると
、1,700万 ± 50万件の死亡に相当します。これは、世界人口の0.213 ± 0.006 %（生存
者470人に対して1人の死亡が3年未満の期間に発生）を殺害した大量の医原病的事象
に該当し、これらの接種物がいかなる死亡も予防しなかったことが確認されました
（Rancourt et al., 2023）。 この警戒すべきかつ増加傾向にある副反応の数は、その後
遺症が現在に至るまで人口に残存していることと関連しており、「COVID-19ワクチ
ン」に関連するものとして、世界各地のワクチン副反応データベースに記録されて
います。例えば、アメリカ合衆国のVaccine Adverse Event Reporting System（VAERS
）（Open Vaers, 2024）は、世界的に最も知られ詳細なワクチンの薬剤監視記録の一
つです。

これらの注射剤を製造・配布してきた各社および研究機関は、自社製品が組換
えDNA技術に基づいていると主張しています。例えば、合成メッセンジャーRNAや
特定の遺伝子情報を持つウイルス粒子のケースが挙げられます（Maldonado, 2022）
。 興味深いことに、これらの技術はこれまで人間に対して一度も使用されたことが
なく、ましてや世界全人口に対して大規模に適用されたことはありません。
したがって、これらの積極的な接種キャンペーンが開始された時点では、その有効
性およびヒトに対する毒性は不明であった。前述に加え、これらの注射剤が実験的
な性質を有していること、すなわち適切な臨床試験および品質管理を経ずにヒトに
対して実施された研究の欠如または不在、さらにその成分に関する情報へのアクセ
スが制限されていることが際立っている。症候群および臨床症状のリストは非常に
多様であり、急速進行性癌、自己免疫疾患、両側性肺炎、不整脈、肝炎、腎不全、
関節炎、血栓症、心疾患、脳血管障害、麻痺、自然流産、周産期死亡、不妊症、神
経変性疾患などを含む（Page et al., 2021; Simpson et al., 2021; Martínez et al., 2022; Dulce
y-Sarmiento et al., 2022; McKean y Chircop, 2021; Nyström y Hammarström, 2022; Schwab e
t al., 2022; Santiago y Oller, 2023; Pérez et al., 2023; Mead et al., 2024; Palmer y Bhakdi, 202
2; Chantra et al., 2021）。

Hulscher et al., 2024)。注目すべきことに、これらの症候群は多くの場合、他の症状を伴って現れており、
この関連性はこれまで記録されておらず、COVID-19ワクチンの投与以降に初めて認められたものである。
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（韓国のヤング・リー博士との直接のコミュニケーションによる）。

しかしながら、詳細に述べられた極めて深刻な状況にもかかわらず、世界的に
これに対処するための措置は控えめで限定的なものにとどまっている。例えば、米
国のピットマン判事が主導した裁判において、製薬会社ファイザーは少なくとも126
9件の副作用を詳細に記載した文書を機密解除することを余儀なくされました（Glob
al, 2022年）。 同様に、ウルグアイでは、司法当局が国家政府に対し、本研究の対象
であるCOVID-19注射剤の接種者数増加にもかかわらず、「2021年3月以降のCOVID-
19による死亡者数の著しい増加を前年と比較して説明することを目的とした研究」
の実施を求める訴訟を提起しました（AFP, 2022年）。 最後に、アストラゼネカ社は
2024年5月に、もともと製薬会社名またはオックスフォードの名で知られていたCOV
ID-19ワクチンの欧州での販売を終了すると発表しましたが、製品ブランド名はコビ
シールドです（La Nación, 2024）。 アルゼンチンでは、この製薬会社のワクチン（L
a voz, 2024）および人口に接種されたすべてのブランドのワクチンに関して、副作用
を訴える多数の民事および刑事訴訟が進行中です（Causas Judiciales, 2024）。

また、Lazarusら（2011年）による作業グループの研究によれば、VAERSデー
タベースに記録された副作用は、実際の総症例数のわずか1％から10％に過ぎないこ
とも極めて重要です。この状況は、多くの要因に起因しており、その一つに、医療
従事者がすべての場合において膨大な時間を要するVAERSのフォーム記入を完了し
なければならないという事実があります。
その他の極めて重要な要因は、確かにより深いアプローチを必要とする、より複雑
な問題を含んでいます。多くの場合、多様な適用のワクチンを含む多くの医薬品に
よって引き起こされる副作用の複雑な動態と多様性について、医療従事者の大部分
が知らないことが、副作用の認識と社会による可視化を妨げています。これらすべ
ては、これらの医薬品によって人々の健康に大きな悪化をもたらした深刻な中毒症
状として現れています。この無知は、一部には市場に製品を押し付ける強力な製薬
ロビーによっても助長されており、医療専門家がこれら一連の症候群をワクチンや
その他の医薬品または医療処置と結びつけることを困難にし、適切な判断を妨げて
います（Duesberg, 1996; Humphries, 2015; McBean, 1957）。 これに加えて、各国のAN
R（国家規制当局）によるこれらのワクチンと称される物質に対する品質管理の完全
な欠如があり、そのため、特に成分情報が乏しい場合や本件のような「COVID-19ワ
クチン」のような「実験的」性質を持つものに関しては、人間の治療に用いられる
あらゆる種類の物質の基本的な成分および化学元素を調査し特定することが不可欠
である。

最も基本的な安全プロトコルさえも危険なほど回避されてきた。

この問題は世界中の独立した科学者たちに警鐘を鳴らした。なぜなら、申告さ
れている成分自体が毒性を有し、「実験的」治療であること、これらの製品を接種
した人々に多数の副作用が報告されていること、申告内容と一致しない磁化現象の
発生、そしてこれらの製品に関連する多数の突然死が存在するためである。COVID-
19ワクチンの含有物に関する先駆的研究により、ブランドに酸化グラフェンの存在
が確認されました
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ファイザーのコミナティにおいて、マイクロラマンおよび透過型電子顕微鏡（TEM）技
術を用いて検出されました（Campra, 2021; Young, 2021）。

アルゼンチンにおける初期研究では、走査型電子顕微鏡とエネルギー分散型X線分析（S

EM-EDX）を用いてアストラゼネカ、モデルナ、シノファーム、スプートニクのバイアルを分
析し、以下の化学元素が検出されました：炭素、酸素、ナトリウム、アルミニウム、シリコン
、カルシウム、マグネシウム、塩素、ビスマスおよびテクネチウム（Martínez et al., 2021）。

マルティン・モンテベルデ博士は2022年に共同研究者とともに、合計49本のバイア
ルにおいて光学顕微鏡により酸化グラフェンと同一の形態を持つ粒子を検出した。分析
対象ブランドはカンシノ、ファイザー、シノファーム、アストラゼネカおよびスプート
ニクであった（Monteverde et al., 2022）。

日本では、SEM-EDX分析によりモデルナのワクチンバイアルから金属汚染物質が
検出され（SwiftおよびO'donnell, 2021）、これにより163万投与量に相当する3ロットが市
場から回収されました。さらに、ファイザーの同一ロットFF5357において、日本の相模
原、鎌倉、堺の複数の接種会場で医療関係者が異物と思われる白色の凝集物を検出し、
一般への接種を防ぐため保健当局に報告しました（Kiodo, 2021）。

2021年、ロバート・ヤング博士はSEM-EDXを用いて、ファイザー・バイオンテック、モデ
ルナ・ロンザ、アストラゼネカのVaxzevria、ジョンソン・エンド・ジョンソンのヤンセンにおい
て、炭素、酸素、フッ素、ナトリウム、マグネシウム、カリウム、カルシウム、リン、クロム、
硫黄、塩素、ビスマス、窒素、マンガン、コバルト、ニッケル、セレン、カドミウム、アンチモ
ン、鉛、チタン、バナジウム、鉄、銅、シリコンの存在を報告しました（Young, 2021および202

2022年、ヘレナ・クレン、クラウス・レッツラフ、ホルガー・ライスナー、故アルネ・
ブルクハルト病理学者を含む60名のドイツ人科学者のグループが、SEM-EDXを用いてアスト
ラゼネカ、バイオンテック／ファイザー、モデルナ、ジョンソン＆ジョンソン、ルベカバック
ス、インフルスプリットテトラのバイアルに以下の化学元素を検出した：セリウム、カリウム
、カルシウム、バリウム、コバルト、鉄、クロム、チタン、ガドリニウム、アルミニウム、シ
リコン、硫黄、ナトリウム、マグネシウム、アンチモン、銅、銀、リン、炭素、酸素、塩素お
よびセシウム。これらの研究はドイツ政府当局に提出され、審査が行われた（レッツラフ、202

イギリスでは、EbMCsquared CICの依頼によりUNITグループが、プロジェクトUNI
TC-112980の枠組みでアストラゼネカ、モデルナ、ファイザーのバイアルをマイクロラマ
ン技術で分析し、酸化グラフェン、グラフェンを含む炭酸カルシウム、酸化鉄およびポ
リエチレングリコールを同定しました。さらに、彼らは異なる形態の粒子を報告しまし
た：リボン、シート、ナノチューブ、ナノドットおよびナノスクロール（Clayton 2022）

2022年にカナダのダニエル・ナガセ博士は、モデルナおよびファイザーのバイアルに対してS

EM-EDXによる研究を行い、炭素、酸素、ナトリウム、マグネシウム、アルミニウム、シリコン、
硫黄、塩素、カリウム、カルシウム、パラジウムおよびツリウムを検出しました（Nagase, 2022）。

2022年、アルゼンチンにおいて光学顕微鏡と蛍光を組み合わせた手法により、フ
ァイザー、カンシノ、シノファーム、アストラゼネカのバイアル内で、酸化グラフェン
の標準と同一の蛍光パターンを示す多様なサイズの蛍光粒子が豊富に検出された（Sango
rrínおよびDiblasi, 2022a）。 その後、同じ試料に対してSEM-EDX分析を実施したところ
、異なる形態を持ち、サイズおよび量が各種薬局方で規定された粒子状物質の限界を超
える異物粒子の存在が確認された。
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薬局方。炭素、窒素、酸素、フッ素、ナトリウム、マグネシウム、銅、臭素、チタン
、シリコン、アルミニウム、リン、硫黄、塩素、カリウム、カルシウム、鉄、クロム
、マンガンおよびセシウムの化学元素が検出された（SangorrínおよびDiblasi, 2022b）

ルーマニアのGeanina Hagima博士は、SEM-EDXを用いてモデルナおよびファイ
ザーのバイアルを調査し、炭素、酸素、マグネシウム、アルミニウム、シリコン、
チタン、イットリウムおよびスズを検出した（Hagima, 2023）。

すなわち、2023年末までにSEM-EDXを用いた世界各地の独立研究者は、炭素
と酸素を主成分とする微小およびナノ粒子内にCOVID-19ワクチンの処方に未申告の
24種類の化学元素を検出していた。同様に、これらの多くの発見はイタリアで実施
された先行研究と一致しており、44種類の定期接種ワクチンに対するSEM-EDX分析
で、アルミニウム、シリコン、マグネシウム、チタン、タングステン、クロム、マ
ンガン、ニッケル、鉄、カルシウム、銅、ジルコニウム、金、銀、セリウム、臭素
、カリウム、亜鉛および鉛を含む微小およびナノ粒子が検出された（GattiおよびMo
ntanari, 2017）。

製薬会社によって未申告の化学元素がSEM-EDXおよびその他の方法で検出され
た処方成分内に存在することを踏まえ、本研究の目的は、他の化学元素の検出およ
びそれらの定量を含めてこれらの元素を裏付けることであった。この目的のために
、13本のCOVID-19ワクチンのバイアルが分析された。
本研究で分析されたバイアルは、アストラゼネカ／オックスフォード、カンシノバ
イオロジクス、ファイザー／ビオンテック、シノファーム、モデルナ、およびロシ
アのガマレヤ国立疫学・微生物学研究センターに属する製薬会社または研究機関の
ものである。

バイアル内容物中の構成元素の分析および同定には、誘導結合プラズマ質量分
析法（ICP-MS）が用いられた。この手法は、高感度かつ高精度で金属およびメタロ
イドの検出、同定、定量を可能にする。この方法により、周期表のほぼ95％を痕跡
レベルからはるかに高い濃度（ng/L–mg/L）まで分析することが可能です。他の方法
に比べて主な利点は、高感度（低検出限界）および同時分析（複数元素を同時に検
出可能）にあります。周期表のほとんどの化学元素を測定可能ですが、以下の元素
は除外されます：水素、ヘリウム、炭素、窒素、酸素、硫黄、フッ素、ネオン、シ
リコン、アルゴン、ヨウ素、臭素、塩素、アスタチンおよびウランよりも原子量の
大きい元素。
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2. 材料および方法

2.1 試料

COVID-19ワクチンと称される異なるブランドの13本のバイアルを分析しました。
ブランド、ロット番号、有効期限は表1に示されています。試料は二重で分析されま
した。

表1:ICP-MSによる分析試料

製造ラボラトリー ブランド ロット 有効期限

アストラゼネカ／オックスフォード コビシールド ABZ3413 11/2021

アストラゼネカ／オックスフォード コビシールド 210581 03/2022

カンシノ・バイオロジクス コンビデシアNCOV202106034V 06/2021

ガマレヤセンターおよびRDIF*スプートニクV II-840621 12/2021

ガマレヤセンターおよびRDIF*スプートニクV II-640821 02/2022

ガマレヤセンターおよびRDIF*スプートニクV LYM8 12/2022

モデルナ スパイクバックス 045C22A 01/2023

モデルナ スパイクバックス 940915 06/2022

ファイザー／バイオンテック コミナティ SELY6 11/2022

ファイザー／バイオンテック コミナティ FJ1966 01/2022

ファイザー／バイオンテック コミナティ FK8892 03/2022

シノファーム COVILO 202108B2715 08/2023

シノファーム COVILO 202108B2087 07/2023

*ロシア直接投資基金

表2には、INAME-ANMATへの情報公開請求（Maldonado, 2022）を通じて取得
した添付文書から抽出された、各製薬会社が申告した成分が示されている。

注目すべきは、スプートニクおよびシノファーム（COVILO）のみが賦形剤の
量を申告していることであり、ファイザー（コミナティ）、アストラゼネカ（コビ
シールド）、モデルナ、カンシノの各ブランドは賦形剤の量を申告していない点で
ある。これは規制面およびGMP（Good Manufacturing Practices、適正製造規範）にお
いて非常に重大な問題である。

2.2 試料採取および消化
研究はICYTAC（コルドバ国立大学-CONICET 食品科学技術研究所）にて、担

当技術者により実施されました。

試料は受領時から消化実施日まで、8〜11℃の冷蔵状態で保存されました。均
一性を確保するためにボルテックスで攪拌されました。
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採取前の均一化のためです。試料は5 mLのハミルトンシリンジ（“Gas tight”）を用い
て採取され、各ゴムセプタムに穿刺し、
事前に風袋引きしたポリプロピレン製チューブに試料を抽出し、分析天秤で抽出した試料
の質量（0.22〜0.33 g）を記録しました。この手順は各試料について二重に実施されました。
また、同じ元素を用いて手順のブランクチューブも二重に準備され、試料の添加を
超純水（各ケースで0.22〜0.24 g）に置き換えた以外は試料と同様に取り扱われまし
た。

試料の消化には、各チューブに1 mLの二重蒸留硝酸を添加し、同様にブランク
にも処理を行いました。渦巻き状の円運動で均質化し、室温（26〜29 °C）で6日間
静置しました。消化された試料は、希釈までポリプロピレン製の密閉チューブに入
れ、10 °Cで保存されました。

測定前に、各チューブにMERCK製硝酸溶液9 mL（ロットK54405956 223）を超
純水で1:50（v/v）に希釈したものを添加し、約1/10の希釈率を達成した。超純水（
導電率0.055 μS/cm、Sartorius製モデルArium 311、最終フィルター0.22 μm）を使用し
た。

化学元素の存在およびその後の同定は、例えばコールドチェーンの喪失など、
試料の温度変化とは無関係であることを明記する。

2.3 ICP-MS装置および測定
Agilent製ICP-MS装置（モデル7500cx）を使用し、自動サンプリング装置ASX-50

0シリーズを併用した。プラズマガス、充填ガスおよびその他の用途には高純度アル
ゴン（5.0品質、>99.999%、Air liquide社製アルゴンN50タイプ：Alphagaz）を用いた
。特定元素の測定にはヘリウム（5.0品質、Linde製）との衝突セルを使用した。ソフ
トウェアはAgilent G1834B ChemStation B.04.00.001を使用した。定量対象元素全体を
カバーする4種類の外部校正曲線を、市販混合標準品から作成した。

2.4 データ解析
取得後のキャリブレーション曲線は、試料が示した毎秒カウント数（CPS）の範

囲に基づいて調整され、各元素ごとに試料の最大CPS値を超える曲線上の点は除外さ
れ、より高精度を確保した。複製試料は、標準の2°Cおよび30°Cの2つの温度で測定
され、測定されたキャリブレーション曲線に対する補正係数を決定した。報告され
た各試料値は、各元素に対する手順用白管の平均値を差し引いた結果であり、消化
の希釈係数および試料重量によって補正されている。さらに、複製試料には測定温
度差に基づく補正係数が含まれている。報告された検出限界（LDM）は、白試料の
測定値の標準偏差の3.3倍として算出された。定量限界（LCM）は、濃度表に太字で
示されており、同一ブランク試料の標準偏差の10倍として算出されました。消化処
理のブランクの仮想質量は、試料を模擬するために使用された水の質量でした。
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表2. 各製造企業によって申告された成分

申告成分 カンシノ
バイオロジクス

アストラゼネカファイザー
コミナティ

モデルナシノファーム スプートニクV
I/II

三水和酢酸ナトリウム √
酢酸 √
組換えアデノウイルス √ √ √
注射剤用水 √ √ √ √ √
ALC-0159 √
ALC-0315 √
ウイルス抗原
不活化SARS-CoV-2 √
修飾ヌクレオチドを含
むmRNA（エラソメラン） √
修飾ヌクレオチドを含
むmRNA（トジナメラン） √
L-ヒスチジン塩酸塩
一水和物 √
トロメタモール塩酸塩 √
塩化マグネシウム √ √
塩化カリウム √
塩化ナトリウム √ √ √ √ √
コレステロール √ √
リン酸二水素カリウム √
リン酸二水素ナトリウム √
DSPC √ √
EDTA √ √
エタノール √ √
リン酸水素二ナトリウム √ √
グリセリン √
HEPES √
水酸化アルミニウム √
L-ヒスチジン √
マンニトール √
PEG 2000-DMG √
ポリソルベート80 √ √ √
スクロース √ √ √ √ √
SM-102 √
トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン √
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3. 結果

3.1 アストラゼネカ（コビシールド）のバイアル

アストラゼネカブランドの2つのロットを調査した。ロットABZ3413では15種
類の化学元素が検出され、そのうち14種類は未申告であり、ロット210581では21種
類の元素が検出され、そのうち20種類は未申告であった（表3）。

表3:アストラゼネカのロットにおけるICP-MSによる検出化学元素

化学元素 質
量数

アストラゼネカ
ABZ3413

(μg/L)

アストラゼネカ
210581
(μg/L)

B ホウ素 11 20 360
Na ナトリウム 23 1100000 9100000
Mg マグネシウム 24 30000 350000

Al アルミニウム 27 810

K カリウム 39 5100

Ca カルシウム 40 1800

V バナジウム 51 2,23

Cr クロム 52 21 44

Fe 鉄 56 82

Ni ニッケル 58 50

Co コバルト 59 0,40

銅 銅 63 34

ガリウム ガリウム 70 0,10

ヒ素 ヒ素 75 4,40 15

セレン セレン 79 5,10

ルビジウム ルビジウム 85 1 1,80

Sr ストロンチウム 88 1,40

ニオブ ニオブ 93 0,22

モリブデン モリブデン 96 13

パラジウム パラジウム 106 2

Ba バリウム 137 2,80

Ce セリウム 140 0,22

テルビウム テルビウム 159 0,004

Hf ハフニウム 178 37

白金 白金 195 2,20

Au 金 197 3,90

Tl タリウム 204 0,69

Bi ビスマス 209 12

Th トリウム 232 9,90

U ウラン 238 0,02

検出された元素の総数 15 21
試料分析日 3-11-2023 27-12-2023
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3.2 カンシノ（コンビデシア）バイアル

カンシノブランドのロット1つを分析し、22元素が検出され、そのうち20元素は未申
告であった（表4）。

表4：カンシノ（コンビデシア）ロットにおけるICP-MSによる検出化学元素

元素 番号
化学元素 質量

カンシノ
NCOV202106034V

(μg/L)
B ホウ素 11 20
Na ナトリウム 23 800
Mg マグネシウム 24 13000000
Al アルミニウム 27 870000
K カリウム 39 1900
Ca カルシウム 40 150
V バナジウム 51 38
Cr クロム 52 21
Fe 鉄 56 37
Ni ニッケル 58 0,1
Co コバルト 59 28
銅 銅 63 68
ガリウム ガリウム 70 0,54
ヒ素 ヒ素 75 9,20
セレン セレン 79 0,6
ルビジウム ルビジウム 85 5
Sr ストロンチウム 88 1,3
ニオブ ニオブ 93 14
モリブデン モリブデン 96 11
パラジウム パラジウム 106 1,20
Ce セリウム 140 0,20
テルビウム テルビウム 159 2,50

検出された元素の総数 22

試料分析日 27-12-2023

3.3 ファイザー（コミナティ）バイアル

ファイザーブランドの3ロットのバイアルを分析した。ロットFJ1966では22元素が
検出され、そのうち19元素は未申告であった（表5）。ロットFK8892では19元素が検
出され、そのうち16元素は未申告であった。ロットSELY6は2023年11月と2024年1月
の2回にわたり分析されました。2023年11月には23種類の化学元素が検出され、その
うち21元素は未申告でした。2024年1月には26種類の化学元素が検出され、そのうち
23元素は未申告でした。

3.4 モデルナ（Spikevax）のバイアル
モデルナ社の2つのロットが分析されました。ロット940915では23元素が検出され

、そのうち21元素は未申告でした。ロット045C22Aでは17元素が検出され、そのう
ち16元素は未申告でした（表6）。 この後者のロットは2024年1月に再度定量され、3
1元素が検出され、そのうち29元素は未申告でした。
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表5：ファイザー（コミナティ）ロットにおけるICP-MSによる検出化学元素

元素 番号
化学元素 質量

ファイザー／バイオンテック

FJ1966
(μg/L)

ファイザー／バイオンテック

FK8892
(μg/L)

ファイザー／バイオンテック

SELY6
(μg/L)

ファイザー/バイオンテック

SELY6
(ug/L)

Li リチウム 7 62,00 17

B ホウ素 11 1400 170 2200 860

Na ナトリウム 23 27000000 58000000 4900000 4700000

Mg マグネシウム 24 54000

Al アルミニウム 27 230000 61,00 34000

P リン 31 940000 6700000 390000

K カリウム 39 7000000 64000000 110000 66000

Ti チタン 48 1000 6200

V バナジウム 51 9,20 21

Cr クロム 52 56 57 30,00 72

Mn マンガン 55 19

Ni ニッケル 58 27 18 4,8

Co コバルト 59 0,87 1,7

銅 銅 63 90 71

Zn 亜鉛 65 540 2700

ガリウム ガリウム 71 0,55 2,20 0,35 0,72

ヒ素 ヒ素 75 18 22 27,00 13

セレン セレン 78 7,50

ルビジウム ルビジウム 85 1,10 1,90 1,50

Sr ストロンチウム 87 2,30 1,40 12

ニオブ ニオブ 93 0,6 0,8

モリブデン モリブデン 96 12

Ru ルテニウム 101 0,001 0,001

Rh ロジウム 103 0,04

パラジウム パラジウム 105 0,51 0,8 0,10 0,25

Ba バリウム 137 64 3,30 69,00 33

La ランタン 139 0,56 0,35

Ce セリウム 140 1,40 5,10 2,4

Pr プラセオジム 141 0,14

Sm サマリウム 150 0,025

Eu ユウロピウム 153 0,02 0,025

テルビウム テルビウム 159 0,0002

Gb ガドリニウム 157 0,02

Dy ジスプロシウム 162 0,014

Er エルビウム 167 0,06 0,005

Hf ハフニウム 178 3,10 2

W タングステン 183 4,80

白金 白金 195 0,42

Pb 鉛 208 45,00

U ウラン 238 0,25

検出された元素の総数 22 19 23 26

試料分析日 27-12-2023 27-12-2023 03-11-2023 03-01-2024
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表6：モデルナのバイアルにおけるICP-MS分析で検出された化学元素

化学元素 質
量数

モデルナ
940915
(μg/L)

モデルナ
045C22A

(μg/L)

モデルナ
045C22A

(μg/L)
B ホウ素 11 320
Na ナトリウム 23 47000000 1300000 180000
Mg マグネシウム 24 170 13000
Al アルミニウム 269 17000
P リン 31 430000 400000
K カリウム 39 39000000 36000
Ca カルシウム 40 4500
Ti チタン 48 9500
V バナジウム 51 1,70 5,2
Cr クロム 52 58 23,00 46
Mn マンガン 55 3,60 15
Fe 鉄 56 270,00 2400
Ni ニッケル 58 15 20
Co コバルト 59 0,18 2,6
銅 銅 63 44
Zn 亜鉛 65 4600
ガリウム ガリウム 70 1,40 0,11 0,47
ヒ素 ヒ素 75 20 1,31
セレン セレン 79 3,30
ルビジウム ルビジウム 85 1 2,9
Sr ストロンチウム 87 0,30 5,10 17
Y イットリウム 89 0,22
Zr ジルコニウム 91 550
ニオブ ニオブ 93 2,20
モリブデン モリブデン 96 3,90
Ru ルテニウム 100 0,0007
パラジウム パラジウム 106 2,80
Ag 銀 107 5,10
Cd カドミウム 112 3,2
スズ スズ 118 37 17
Sb アンチモン 121 1,1
Ba バリウム 137 11
La ランタン 139 0,38 0,18
Ce セリウム 140 0,17 0,27
Pr プラセオジム 141 0,025
Nd ネオジム 144 0,14
テルビウム テルビウム 159 0,011
Dy ジスプロシウム 162 0,019 0,0051
Ho ホルミウム 165 0,005
Yb テルビウム 173 0,008
Hf ハフニウム 178 15 3,3
W タングステン 183 11
Au 金 197 1,8
Hg 水銀 200 13
Tl タリウム 204 0,28
Pb 鉛 207 130
Th トリウム 232 0,82
U ウラン 238 0,023
検出された元素の総数 23 17 31
試料分析日 27-12-2023 03-11-2023 03-01-2024

シノファーム（COVILO）バイアル3.6本

分析された3つのロットでは異なる元素が検出されました。202108B2087および20210
8B2715のCOVILOでは、それぞれ25元素、22元素、23元素が検出され、そのうち非申
告元素はそれぞれ22元素と23元素でした。2024年1月にロット202108B2715の再測定が
行われ、この時点では検出された20元素のうち非申告元素は17元素のみでした（表7）
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表7:ICP-MSによってシノファーム（COVILO）ロットで検出された化学元素

化学元素 質
量数

シノファーム
202108B2087

(μg/L)

シノファーム
202108B2715

(μg/L)

シノファーム
202108B2715

(μg/L)
Li リチウム 7 42 13

B ホウ素 11 2500 2000 690

Na ナトリウム 23 39000000 5000000 4200000

Mg マグネシウム 24 38000

Al アルミニウム 27 3100000 205000 2700000

P リン 31 3000000 2000000

Ca カルシウム 40 1700 2800

Ti チタン 48 3200

V バナジウム 51 17 8,15 17

Cr クロム 52 76 28,5 61

Fe 鉄 56 31

Ni ニッケル 58 20

Co コバルト 59 0,43 0,16

銅 銅 63 100

ガリウム ガリウム 70 5,5 6,25 7,7

ヒ素 ヒ素 75 9,6 6,65

セレン セレン 79 4,8

Sr ストロンチウム 87 3,6 2,8

Y イットリウム 89 0,15 0,21

ニオブ ニオブ 93 0,5

モリブデン モリブデン 96 2,8

Ru ルテニウム 101 0,001

パラジウム パラジウム 106 0,4 0,03

スズ スズ 118 0,85

Sb アンチモン 121 3,2

テルル テルル 127 0,4

Ba バリウム 137 360 16,5

La ランタン 139 3,5 0,055

Ce セリウム 140 21 1,2 0,68

Pr プラセオジム 141 0,018

Nd ネオジム 144 0,16

Sm サマリウム 150 0,044

Eu ユウロピウム 152 0,02

Gd ガドリニウム 157 0,023

テルビウム テルビウム 159 0,006

Dy ジスプロシウム 162 0,026

Ho ホルミウム 165 0,0056

Er エルビウム 167 0,47 0,03 0,0028

Yb テルビウム 173 0,012

Hf ハフニウム 178 2,4

W タングステン 183 1,9

白金 白金 195 0,29

Au 金 197 0,7

検出された元素の総数 25 25 20
試料分析日 27-12-2023 03-11-2023 03-01-2024
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ロシア・ガマレヤ研究所およびRDIFのバイアル3.7本（スプートニク）

スプートニクの分析対象となった3つのロットのうち、ロットLYM8は21元素を検出
し、そのうち19元素は未申告である（表8）。 ロットII-840621は2回にわたり分析され、
それぞれ合計22元素および27元素を検出し、そのうち20元素および25元素は未申告であ
る。最後に、ロットII-640821は27元素を検出し、そのうち24元素は未申告である（表8）

表8：スプートニクのロットにおけるICP-MS分析で検出された化学元素

化学元素番号
質量

スプートニク
LYM8
(μg/L)

スプートニク

II-840621
(μg/L)

スプートニク
II-840621

(μg/L)

スプートニク
II-640821

(μg/L)
Li リチウム 7 12

B ホウ素 11 1000 2500 700 1300

Na ナトリウム 23 58000000 4300000 3000000 48000000

Mg マグネシウム 24 280000 27000 50000 310000

Al アルミニウム 27 200 2600

P リン 31 33000

K カリウム 39 9500 7200

Ca カルシウム 40 2000 5000

Ti チタン 48 56

V バナジウム 51 26 9,60 17 16

Cr クロム 52 110 38 63 95

Ni ニッケル 58 33 51

Co コバルト 59 0,37

銅 銅 63 160 170

Zn 亜鉛 65 150 140

ガリウム ガリウム 70 0,2 0,36 0,33

ヒ素 ヒ素 75 13 9,60 9,20

セレン セレン 79 4,10

ルビジウム ルビジウム 85 2,4 2,50 3,20

Sr ストロンチウム 88 8,1 4,10 4,50

ニオブ ニオブ 93 1,2 0,20

モリブデン モリブデン 96 2,80

Ru ルテニウム 101 0,017

パラジウム パラジウム 106 7,60 0,06 0,70

Cd カドミウム 112 10 2,3

スズ スズ 118 88 8,80

Ba バリウム 137 920 18 21

Ce セリウム 140 31 62 22 30

Nd ネオジム 144 0,051

Gd ガドリニウム 157 0,30 0,27 0,23 0,30

テルビウム テルビウム 159 0,006

Ho ホルミウム 165 0,0054

Yb テルビウム 173 0,006

Hf ハフニウム 178 3,90 5

Au 金 197 1,10 0,43 2

Tl タリウム 204 0,30

Pb 鉛 207 24

Th トリウム 232 0,60 1,10

検出元素総数 21 22 27 27

試料分析日 2023-12-27 2023-11-032024-01-03 2023-12-27
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4. 議論

4.1 注射剤の内容物の構造および組成

前述の注射剤ブランドの複数ロットから採取された異なる試料の分析は、これ
らの注射剤、いわゆる「COVID-19ワクチン」の製造者が主張する内容に関して、驚
くべきかつ予期せぬ結果を示した（表2）。 初歩的な分析で特に注目されるのは、分
析対象となったすべてのブランドを総合した場合に、55種類の未申告化学元素が存
在していることである（表9および表10）。 検出された元素の多様性は、マグネシウ
ム、銅、コバルト、ガリウム、金、白金、アルミニウムなどの金属に加え、テルビ
ウムやユウロピウムのような、自然界での分布が限られ、微量で存在する希少な元
素も含まれている。これらはランタノイドに属し、電子工学分野で重要な用途に用
いられている。
発見された元素の多様性と特徴、ならびにすべてのブランドにおける顕著な存在を
考慮すると、これらが製造、輸送、流通の過程とは無関係な偶発的な事象、例えば
汚染や改ざんによるものと考えることは極めてありえない。

調査対象ブランドの異なるロットにおける元素の分布分析により、すべてのバ
イアルの内容物が
均質な溶液ではなく、同カテゴリーの医薬品に期待される「内容物の均一性」を満たしていないことが明らかとなった。

このカテゴリーの医薬品において期待される。バイアル試料中の元素分布パターン
はむしろ、不均一な内容物に由来するものである。
観察された不均一な内容物は、異なる元素を含み、それぞれ特有の分布と構造を持
つ複数のフェーズによって形成された何らかの層状または構造的組織に起因する可
能性が高い。

既に記述されたブランドおよびロットのバイアル中に存在する元素を特定するためのI

CP-MSによる研究および分析において、試料ごとに異常な分布パターンが検出されました。
検出された元素の分布については、以降「試料ごとに検出された元素の差異分布」と呼称します。
すなわち、「試料ごとに検出された元素の差異分布」です。同一バイアルから採取
された試料間でさえ検出元素数に差異が認められ（表9）、この現象は特に分析数が
多いブランドの試料で視覚的に把握しやすいものです。これらの差異は、試料採取
および分析の時期や製造を担当した製薬企業とは無関係でした。

ICP-MS分析に用いられた試料の平均採取量は200 µLであり、ブランドにより異
なるものの、バイアルあたりの総容量は500 µLから2000 µLの範囲にあります。同じ
元素の差分分布パターンは、バイアルごとに複数の試料があるすべてのブランドで
観察されましたが、おそらく単一試料のみが分析されたブランドにおいても同様の
効果が生じていると考えられます。これは、試料ごとに検出された元素数が20から2
5元素の範囲で類似していること、またこれらの単一試料が同一バイアルから採取さ
れた試料と同様の変動を示すことからも明らかです。しかしながら、ナトリウムの
ようにすべての試料で検出された特定の元素も存在します。これは部分的にはバイ
アル内容物中のナトリウムの相対的な豊富さに起因する可能性がありますが、同時
に、差分分布を示す他の元素が存在する異なる層に共通する均質なマトリックス中
に存在するためである可能性もあります。



16

この状況をよりよく理解するためには、例えばバイアル内容物の粘度や密度な
どの物理化学的特性を考慮することが重要です。内容物は水性ではなく、粘性かつ
高密度であり、おそらく何らかの「ゲル化剤または構造形成剤」成分の存在による
ものと考えられます。先行研究において、パブロ・カンプラ博士が調査した110個の
粒子の多くにマイクロラマン法で1450 cm-1の吸収帯が検出され（Campra, 2021）、
これが何らかのハイドロゲル存在の仮説につながりました（Andersen, 2021）。 同様
に、ドイツの研究グループはPfizerの試料をMALDI-TOFで分析し、PEG（ポリエチレ
ングリコール）を検出しました（Retzlaff, 2022）。 イギリスの研究グループもPEG
を同定しました。アルゼンチンの研究では、Pfizerの試料を原子間力顕微鏡（AFM）
でマイクロ回路の存在を確認するために分析しましたが、試料の湿気がトポグラフ
ィーに干渉し、試料を3日間真空状態に置いて水分の蒸発を試みたにもかかわらず影
響を排除できませんでした（DiblasiおよびSangorrín, 2023）。 試料に関連する水の量
のこの平衡状態は、数週間のインキュベーション期間中に記録されており、おそら
くゲル化剤によって引き起こされていると考えられます。これは、これらの物質が
水に対して高い親和性を有しているためです。

分析されたバイアルのこれらすべての特徴を考慮すると、その内容物はおそら
くより複雑な性質を持ち、通常同様の目的で使用される注射剤（本研究の場合、遺
伝物質が結合した脂質ナノ粒子からなる溶液）とは異なると考えられます。これら
の注射剤の物理的特徴は均質な液体であることが一般的です。興味深いことに、こ
れらの特徴は本研究で分析されたすべてのブランドのバイアルに共通しています。
この内容物は、おそらく異なるフェーズまたは構造から構成されており、それらが
勾配やその他の配列で組織化され、空間的に特定の分布を持ち、対応する成分が各
フェーズ内で固定されているように見えます。この共通マトリックスに加え、各バ
イアルの内容物は特定の割合および各フェーズ固有の元素構成を持つ他のフェーズ
によっても構成されている可能性があります。

このような構造を持つ内容物のみが、試料ごとの元素の差分分布パターンの起源と
なり得、均質溶液では決してありません。

いずれかのバイアルから試料を採取する前に、均質性を確保し代表性のある試
料とするためにボルテックス混合が施されましたが、この混合条件下でも内容物の
元の構造は影響を受けませんでした。もし均質溶液であれば、通常この混合により
成分の均一な分布が得られるはずです。

分析対象となったすべてのブランドのすべてのバイアルにおいて、低濃度で検
出された元素の大部分は同一であることが重要です。同様に、前述の試料ごとの差
分分布パターンを示しています。また、これらの元素の微量検出に関して異なるブ
ランドの試料間で有意な差異は認められず、これは複雑な含有物で構成され、均質
でなく、硬質かつ異なるフェーズからなる注射剤であり、本研究で分析されたパラ
メータに基づくと基本的に互いに有意な差異はないことの証拠です。

これらすべての分析結果の集合は、本研究で分析されたブランドの注射剤の製
造に同一の方法論および技術が使用されている可能性を示しています。一方で、こ
れらの結果から明らかになるのは、これらの



17

注射剤は均質溶液ではないということであり、もしそうであれば、検出されたすべ
ての元素がすべての試料に同量で存在しなければならないはずです。

溶液は常に、それを構成または含む溶質が均一に分布しており、たとえそれら
が極微量の濃度で存在していても同様である。任意の溶液を無作為に採取した場合
、試料の体積がいかに小さくとも、対象溶液の全構成元素は採取されたすべての試
料において同一の比率および相対量で存在する。本研究で調査したすべてのブラン
ドのバイアル内容物の複雑な構造および特性により、採取された試料から検出され
た元素の定量は不可能である。なぜなら、採取試料で得られた部分的な量を各バイ
アルの残りの体積に外挿することができず、元素の存在および相対量は各フェーズ
およびそれらが不可欠な一部を成すナノ構造に応じて著しく変動するためである。
さらに、これら注射剤におけるフェーズ数およびそれぞれの体積は不明である。バ
イアル内の内容物のフェーズを考慮すると、差分分布パターンを示す元素は離散的
な単位で存在し、同時にマイクロ粒子またはナノ粒子として集合している可能性が
高いですが、確かに溶液の溶質として存在しているわけではありません。

したがって、試料から得られた部分的な元素量を外挿して算出された元素の量
も、それらの元素が果たす役割について正確かつ有用な情報を提供するものではあ
りません。本研究で検出された元素がマイクロ粒子またはナノ粒子の一部である場
合、最も重要かつ優先すべきは、それらの粒子の同定、機能および影響を明らかに
することであり、これらの接種物の投与によって引き起こされる健康への副反応は
、各元素の単独の量による影響よりもむしろ機能的レベルの問題に起因すると考え
られます。一方で、これらの注射剤に含まれる各元素の正確な量を決定するために
推奨される唯一の方法は、より代表的な試料数を用いて各バイアルの全内容物に対
してICP-MS分析を実施することです。

これらの結果および観察は、光学顕微鏡およびSEM-EDXによる先行研究で発
見された内容と一致しており、バイアルの内容物に異なる特性を持つ微粒子および
ナノ粒子の存在を示しています（Nagase, 2022, Sangorrín y Diblasi, 2022b, Hagima, 2023
）。 例えば、本研究で分析した同一ブランドのバイアル内容物の分注液に関する光
学顕微鏡研究では、1〜500 μmの範囲のさまざまな種類の微粒子が検出され、その多
くの同定および機能は不明のままです。発見された微粒子の中には、グラフェンや
その誘導体である酸化グラフェンや水酸化グラフェンが含まれており、これらはマ
イクロラマンおよび透過型電子顕微鏡（TEM）技術によって特定の特性を持つ粒子
として分析されました（Campra, 2021; Young 2022）。

この種の直交微粒子は、バイアルの内容物の一部を蒸留水または生理食塩水に移し
た後に形成され、さらに小さな（ナノメートルサイズの）粒子から発生します。こ
れらの粒子は主にサンプリングの差分分布を示す元素で構成されており、バイアル
内容物のフェーズに存在しますが、光学顕微鏡では観察できません。
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これらの形成過程においては無菌条件下で作業が行われたため、いかなる生物学的
因子も存在しない（Nixon, 2023; LeeおよびBroudy, 2024）。

これらの直交微粒子は、形成過程の時間的パターンおよび発生条件が異なるた
め、有機および無機塩の結晶とは実質的に異なる。それらの形態は、有機および無
機塩の結晶に特徴的なフラクタル型の幾何学的構造を示さない。また、構成元素も
有機および無機塩の結晶とは異なり、量および分布が不均一である。これら特異な
微細構造中の多くの元素は、走査型電子顕微鏡エネルギー分散型X線分析（SEM-ED
X）を用いて高精度に同定されている。この技術は、分析対象の微細構造を特定する
走査型電子顕微鏡と、その微細構造を構成する元素を同定するためのX線分散分析を
組み合わせたものである（Martínez et al., 2021, Young, 2022, Nagase, 2022, Sangorrínお
よびDiblasi, 2022b, Hagima, 2023）。

これらの直交微粒子に含まれる元素は表9に詳細が示されており、そこでは様々
な金属やさらに他のよりエキゾチックな元素を含む多様な化学元素の存在が確認で
きる。注目すべきは、SEM-EDXによってこれらの微粒子中で同定された元素の高い
割合が、本研究でICP-MSにより検出された差分分布パターンを有していることであ
る。
したがって、異なる地域の独立した研究者によって実施されたこれら二つの異なる
技術から得られた結果には明確な一貫性と相関が存在し、研究対象として用いられ
たロットは異なるものの同一ブランドのものであった。両技術の結果は相互に補強
し合い、バイアル内の内容物が異なる構造的フェーズに分かれており、それぞれが
異なる組成を持つ異種のマイクロ粒子またはナノ粒子の集合体を含み、これらのフ
ェーズ間の微粒子は混合または相互作用しないという概念を強固に示している。こ
れらの直交微粒子は、先に述べたように、バイアルの内容物の中にはそのままの形
で存在しません。直交微粒子の形成は、バイアルの内容物の外側で起こり、バイア
ル内のゼラチン状で密な内容物に含まれるナノ粒子から、同内容物のアリコートが
蒸留水または生理食塩水に移された際に生じます（LeeおよびBroudy, 2023）。 これ
らのナノ粒子は、元々存在していた区画化から解放され、いずれかの媒体に溶解す
ると、

以降「自己組織化」と呼称する過程を経て、
主にサイズの異なる様々な構造を徐々に形成します（おそらく設計された環境とは
最適でない環境の影響を受けている）が、その形態には共通のパターンがあり、特
定のマイクロ回路の形状を想起させるものの、その機能は必ずしもそれらと関連し
ません（Nixon, 2023）。 これらの直交微粒子は、異なるサイズの小さな四辺形、例
えば菱形、正方形、長方形などで構成されていることが特徴であり、一部の未経験
者はこれらを無機または有機塩の結晶と誤認する可能性があります。しかし、これ
らの結晶の形成過程、形状および組成は、本稿で記述する直交微粒子とは実質的に
異なります。
これらの発見から浮かび上がる疑問の一つは、ナノ粒子の特性であり、これらはバ
イアルの内容物とは異なる媒体に置かれた際に「活性化」し、自己組織化するよう
に見えることです。おそらく、バイアル内容物のフェーズおよび構造、ならびに試
料ごとの元素の差分分布が関係している可能性があります。



元素名および記号 EQ
番号

原子量
EQ

％を含
む試料

数

1 ナトリウム Na 23 17 100
2 クロム Cr 52 17 100
3 ホウ素 B 11 15 88
4 ガリウム ガリウム 70 15 88
5 ヒ素 ヒ素 75 14 82
6 ストロンチウム Sr 87 13 76
7 セリウム セリウム 140 13 76
8 バナジウム V 51 12 71
9 パラジウム パラジウム 106 12 71

10 バリウム バリウム 137 12 71
11 マグネシウム Mg 24 11 65
12 ルビジウム ルビジウム 85 11 65
13 アルミニウム Al 27 10 59
14 ニッケル Ni 58 10 59
15 カリウム K 39 9 53
16 ハフニウム ハフニウム 178 9 53
17 リン P 31 8 47
18 カルシウム Ca 40 8 47
19 コバルト Co 59 8 47
20 銅 銅 63 8 47
21 ニオブ ニオブ 93 8 47
22 金 金 197 7 41
23 ガドリニウム Gd 157 6 35
24 スズ スズ 118 6 35
25 リチウム Li 3 6 35
26 チタン Ti 48 6 35
27 セレン セレン 79 6 35
28 モリブデン Mo 96 6 35
29 ランタン ランタン 139 6 35
30 テルビウム ツリウム 159 5 29

元素名および記号 EQ 番号
原子量

EQ
％を含
む試料

数

31 エルビウム Er 167 5 29
32 亜鉛 Zn 65 5 29
33 トリウム トリウム 232 5 29
34 ルテニウム ルテニウム 100 4 24
35 タリウム Tl 204 4 24
36 ウラン U 238 4 24
37 鉄 Fe 56 4 24
38 ジスプロシウム Dy 162 4 24
39 テルビウム イッテルビウム 173 3 18
40 マンガン Mn 55 3 18
41 カドミウム カドミウム 112 3 18
42 アンチモン Sb 121 3 18
43 プラセオジム Pr 141 3 18
44 ユウロピウム ユウロピウム 152 3 18
45 ホルミウム ホルミウム 165 3 18
46 白金 白金 195 3 18
47 鉛 鉛 207 3 18
48 ネオジム Nd 144 3 18
49 サマリウム サマリウム 150 3 18
50 イットリウム Y 89 3 18
51 タングステン W 183 3 18
52 ロジウム ロジウム 103 1 6
53 ジルコニウム Zr 91 1 6
54 銀 銀 107 1 6
55 テルル テルル 127 1 6
56 水銀 Hg 200 1 6
57 ビスマス Bi 209 1 6
EQ: 化学元素

表9:分析試料中の化学元素の頻度

目的は、これらのナノ粒子がバイアル内で直交微粒子を形成するために組み立てられるの
を防ぎ、維持することです。ゲル化物質の存在とバイアル内容物の密度は、おそらく各バ
イアル内でナノ粒子を特定の位置に固定し、異なる種類のナノ粒子の混合や不適切な場所
での早期結合を防ぐのに寄与していると考えられます。同じ考え方に従えば、これらの注
射剤の保存に必要な温度が非常に低い（-80°C）こと、そしてその温度が保管および輸送
中に維持されなければならないことは注目に値します。おそらくこれは、バイアル内容物
内でナノ粒子を同じ位置に保持し、不活性化して安定させ、人体内で放出されるまで他の
粒子と結合しないようにするという同じ目的に寄与していると考えられます。

物流中の温度変動は特に重要である。なぜなら、もし内容物に遺伝物質が含まれてい
るとすれば、これらの注射剤の設計および製造を担当する製薬会社が主張するように、そ
の保存にはそれほど低温は必要なく、実際には約マイナス20℃程度の温度で十分に適切な
保存が可能であるからである。



20

表10:SEM-EDXおよびICP-MSによって検出された化学元素

企業
製薬会社（EF）カンシノ・バイオロジクスアストラゼネカ

ファイザー
コミナティ モデルナ シノファーム スプートニクV I スプートニクV II

(EF)によって申告
された成分を構成
する化学元素（
EQ）

C, H, O, N, Cl, Na,
Mg, P

C, H, O, N, P, Cl,
Na

C, H, O, N, P, Cl,
Na, K

C, H, O, N, P, Cl,
Na

C, H, O, N, P, Cl, Na,
Al

C, H, O, N, P, Cl, Na,
Mg

C, H, O, N, P, Cl, Na, Mg

ICP-MSで分
析された試料数 1 2 4 3 3 1 3

ICP-MSで検出さ
れたEQ

Li, B, Na, Mg, Ca,
Ti, Cr, Ni, Cu, Ga,
As, Se, Rb, Sr, Nb,

Mo, Pd, Ba, Hf,
Au, Tl, Th

B, Na, Mg, Al, K,
Ca, V, Cr, Fe, Co,
Ni, Cu, Ga, As, Se,

Rb, Sr, Nb, Mo,
Pd, Ba, Ce, Tb, Hf,
Pt, Au, Tl, Bi, Th,

U

Li, B, Na, Mg, Al,
P, K, Ca, Ti, V, Cr,

Mn, Co, Cu, Ni,
Zn, Ga, As, Se,
Rb, Sr, Nb, Mo,

Ru, Rh, Pd, Sn, Sb,
Ba, La, Ce, Pr, Sm,

Eu, Gd, Tb, Dy,
Er, Hf, W, Pt, Pb,

U

B、Na、Mg、Al、P、K、
Ca、Ti、V、Cr、Mn、

Fe、Co、Ni、Cu、Zn、
Ga、As、Se、Rb、Sr、
Y、Zr、Nb、Mo、Ru、

Pd、Ag、Cd、Sn、Sb、
Ba、La、Ce、Pr、Nd、

Tb、Dy、Ho、Yb、Hf、
W、Au、Hg、Tl、Pb、

Th、U

Li、B、Na、Mg、Al、P、
Ca、Ti、V、Cr、Fe、Co、

Ni、Cu、Ga、As、Se、Sr、
Y、Nd、Mo、Ru、Pd、

Sn、Sb、Te、Ba、La、Ce、
Pr、Nd、Sm、Eu、Gd、
Tb、Dy、Ho、Er、Yb、

Hf、W、Pt、Au、U

B, Na, Mg, Ca, V, Cr,
Ni, Cu, Zn, Ga, As, Rb,
Sr, Nb, Pd, Ba, Ce, Gd,

Hf, Au, Th

Li, B, Na, Mg, Al, P, K,
Ca, Ti, V, Cr, Co, Ni, Cu,

Zn, Ga, As, Se, Rb, Sr,
Nb, Mo, Ru, Pd, Cd, Sn,
Ba, Ce, Nd, Gd, Tb, Ho,

Yb, Hf, Pt, Au, Tl, Pb, Th

ICP-MSで未
申告のEQ総数 20 29 40 46 41 19 36

SEM-EDXによ
る試料数 1 4 5 5 2 1 0

SEM-EDXで検出
されたEQ

C, O, F, Na, Mg,
Al, Si, P, S, Cl, K,
Ca, Ti, Fe, Cu, Br

C, N, O, F, Na, Al,
Si, S, Cl, Ca, Ti,

Cr, Fe, Co, Ni, Cu,
Tc, Ag, Sn, Ce, Gd

C, N, O, F, Na,
Mg, Al, Si, P, S,
Cl, K, Ca, Ti, V,

Cr, Mn, Fe, Cu, Y,
Tm, Bi

C, N, O, Na, Mg, Al,
Si, P, S, Cl, K, Ca,
Ti, Cr, Fe, Cu, Se,
Pd, Cd, Sn, Sb, Cs,

Ba, Ce, Pb, Bi

C, O, F, Na, Mg, Al,
Si, P, S, Cl, K, Ca, Cu

C, O, Na, Cl 利用不可

SEM-EDXで
未申告のEQ総
数

10 17 15 20 7 0 ---

ICP-MSおよ
びSEMによっ
て未申告の総EQ数
EDX

27 37 47 51 45 19 36
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さらに、遺伝物質の成分であるヌクレオチドがDNAまたはRNAの安定性を高める
ために修飾されている場合、この特定の遺伝物質の構造は自然のものよりも室温にお
いてもより耐性が高い。同様に、遺伝物質がカプセル化された脂質ナノ粒子に凍結-解
凍サイクルを繰り返すことは、それらの変性を引き起こし、遺伝物質が意図された通
りに細胞内に導入される能力を著しく低下させる（Segalla, 2024）。

したがって、これらの考察から、遺伝的性質と推定されるバイアル内容物の保存にお
いて、-80°C以下の温度を使用するという不必要な理由は理解できず、それに伴う多
大なコストとリスクが存在する。
しかしながら、本研究で述べている特性を有し、異なる性質と要件を持つ成分を保存
することが目的であれば、この措置は合理的である。

4.2 表示内容と観察結果の不一致

本研究におけるICP-MS技術による分析結果は、6ブランドの「COVID-19ワクチン
」17試料において55種類の未申告化学元素の存在を示している（表9）。

分析された試料から多くの重金属の存在が検出されており、これらは人体の健康
に対する毒性影響と関連している。欧州連合は11種類の元素を重金属として毒性元素
に認定している。ヒ素、カドミウム、コバルト、クロム、銅、水銀、マンガン、ニッ
ケル、鉛、スズおよびタリウム（Witkowska et al., 2021; Horgan, 2010）。 これらすべて
の元素は異なるロットで異なる頻度で検出されており、クロム（100%）、ヒ素（82%
）、ニッケル（59%）が最も多く、続いてコバルトおよび銅が40%であった。35％の
スズ、18％のカドミウム、鉛およびマンガンを含む；そして最終的に、6％の試料に
水銀が含まれている（表9）。

一方、本研究で分析された試料には、ランタノイド群の11元素のうちいくつかが
含まれており（表9）、出現頻度は異なる：
ランタン（35％）、セリウム（76％）、ネオジム（18％）、サマリウム（18％）、ユウロ
ピウム（18％）、ガドリニウム（35％）、テルビウム（29％）、ジスプロシウム（24％）
、ホルミウム（18％）、エルビウム（29％）、イッテルビウム（18％）。 これらの元素は
発光および磁気効果を示す（EcheverryおよびParra, 2019）が、これまでのところ人体におけ
る安全性および毒性は証明されていない。実際のところ、ICHのQ3Dガイド（ICH, 2022）
はランタノイドを元素不純物の範囲に含めていません。このガイドはワクチンのような生
物製剤には適用されないことを明確にしており、これはこれらの物質に対する品質管理の
欠如を示しています。ランタノイドは電子工業で頻繁に使用されており、その細胞毒性効
果のためにバイオセンサーの一部としては決して使用されません（Voncken, 2016; Balaram

現在までに、SEM-EDXおよびICP-MSによる結果（Martínez et al., 2021; Young, 202
1; Retzlaff et al., 2022; Nagase, 2022; SangorrínおよびDiblasi, 2022b; Hagima, 2023）を考慮
すると、本研究で調査したブランドにおいて合計62種類の未申告化学元素が検出され
ていることが確認されます（表10）。

表2は各ブランドによって申告された化学式を示しており、ここからこれらの化合
物を構成する化学元素を推定できる。これらの化学元素は
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製造者によって申告されており、表10に示されている。同様に、この表にはICP-MSお
よびSEM-EDXによって検出された元素も示されている。両技術の結果を統合するこ
とは非常に重要である。なぜなら、それぞれの技術には限界と差異があるためである
。例えば、SEM-EDXでは試料の体積が10〜20μLの範囲で変動し、その小さな体積内
に存在する粒子のみを観察できる。一方、ICP-MSでは試料の体積は約200μLであり、
この体積は投与量が500μLであることを考慮するとより代表的である（ファイザーの
場合は投与量が300μLであることを除く）。さらに、SEM-EDXでは炭素、窒素、酸素
、シリコン、フッ素、塩素、臭素を検出できるが、これらの元素はICP-MSでは測定で
きず、試料中に存在している。これらのうち炭素、窒素、酸素のみが製造者の化学式
（表2）に申告されている。水素はどちらの技術でも検出できません。

ICP-MS技術では試料をHNO3で消化し、化学元素は溶液中に自由な状態で存在し
ますが、SEM-EDXでは試料中の微小およびナノ粒子内の化学元素が検出されます。I
CP-MS技術の利点の一つは、化学元素の定量が可能であり、その濃度（µg/L）を知る
ことができる点です。

表10には、SEM-EDXおよびICP-MSの両方で最も頻繁に分析されたブランドがフ
ァイザー、モデルナ、アストラゼネカであることが示されています。これらのブラン
ドでは、処方に未申告の化学元素がより多く検出されました。一方、カンシノブラン
ドは未申告の化学元素の検出数が最も少ないものの、分析数も最も少ないです。明ら
かに、検出される元素の数はブランドよりも実施可能な分析回数に依存します。

さらに、異なる申告された処方を有しているにもかかわらず、ホウ素、チタン、アル
ミニウム、ヒ素、ニッケル、クロム、銅、ガリウム、ストロンチウム、ニオブ、モリ
ブデン、バリウム、ハフニウムなど、すべてのブランドに共通して未申告の化学元素
が検出されていることが明らかになっています。

4.3 ワクチンの品質管理

各国の規制当局による生物製剤の品質管理には広範な空白が存在することが注目
されます。この状況は、先端バイオテクノロジーの急速な進展を考慮すると、さらに
緊急かつ憂慮すべきものであり、代替戦略を用いた治療法に焦点を当て、生物学的成
分が顕著に優勢であるこれらの治療法の複雑性は、これらの治療法を選択する人々の
安全を保証するために、より発展し慎重な法的および規制の枠組みを必要としていま
す。

アルゼンチン国家規制当局（INAME-ANMAT）は、世界の他の同様の機関と同様
に、この繊細な状況から逃れることはできません。その明確な例としては
実験的製品であるにもかかわらず効果的かつ安全と宣伝されたCOVID-19ワクチンの
品質管理における混乱した非効率的な規制枠組みが挙げられます。まさにこれらの生
物学的要素を多く含む技術に基づく製品は、現在よりも確かにより複雑で高度な適切
な規制枠組みを必要とします。
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この問題の一例は、米国薬局方（USP：United States Pharmacopeia）の基本的な推奨事
項に見られます。
そこでは、核酸を含むワクチンの品質管理の方法が詳細に記載されており、DNAおよ
びRNAの分析のための増幅手順が定性的および定量的に説明されています。しかしな
がら、世界のどの国も、この一連の分析を実施しておらず、人間に投与されているも
のが製薬企業によって申告された内容と一致しているかどうかを検査・管理すること
はできていません（USPの章を参照：核酸に基づく技術：一般事項1125、核酸に基づ
く技術：
抽出、検出および配列決定1126、並びに核酸に基づく技術：
増幅1127）（USP 47-NF 42、2024年）。

このような製薬大手に対する保健当局の信頼レベルは何に基づいているのでしょ
うか？これが新しい技術であり、これまでに使用されたこともなく、厳密なヒト臨床
試験を経ていないこと、さらに前例のない短期間で製造されたことを承知の上で。こ
れらの期間は、通常の研究開発、計画、製造、品質管理、臨床試験および限定された
管理された集団における試験に必要とされる通常の時間とは一致しないことを明確に
しておく必要があります。これらの試験は主に、製品の安全性、特に人の健康に関す
る安全性を証明し、さらに製品が設計された目的に対して実際に有効であることを示
すために行われます。これらのプロセスは、製品の複雑さに応じて通常、10年または
それ以上の集中的な作業を要することがあります。

一方で、世界中の保健当局にとってさらに懸念すべき状況となったのは、COVID-
19ワクチンの接種後死亡率が徐々に増加し始めたことであり、これは世界中で接種さ
れた投与量の増加と完全に相関しています（Garner, 2022; Rancourt et al., 2023）。 これ
らの事象は、突然死の発生や、接種後に被接種者自身の体内で磁気活動が発現し始め
た事例の出現を伴っていました（Lee et al., 2022; Santiago y Oller, 2023）。

これらすべての理由に加え、世界中でCOVID-19ワクチン接種後に数百万人の健康
に極端な事象が観察されていることから、これら製品に対する適切な品質管理の実施
が依然として必要とされています。これらの繊細な事象への対応は即時の注意を要し
ますが、責任ある当局の怠慢と無視により遅延または不利な状況に置かれてきました
。さらに、世界中の多くの科学者がこれらの懸念すべき状況について、保健関連の公
的機関、立法・行政・司法の各権力機関、そして各国の社会全体に対し、継続的かつ
強く警告を発していることを考慮すると、この問題は一層深刻です。

WHOのマニュアル『トレーニングマニュアル：ライセンス付与、ロットの放出お
よびラボの利用可能性－ワクチンおよび生物製剤』（Chaloner-Larsson, 2003）は、こ
の規制枠組みに関与する各関係者間の重大な利益相反を明らかにしている。これはIN
AME-ANMATがワクチンに関する公的情報の要求に回答する際の根拠となるマニュア
ルである。同時に、これらの政策により、最終的には世界的影響力を持つ政治的・経
済的セクターの必要性や恣意性に従属し、人々の健康ニーズではなく、適切かつ誠実
な科学的発展が妨げられている。
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この特定の事例、すなわち「COVID-19ワクチン」の問題状況や、一般的に他の種類
のワクチンが一般集団に深刻な健康障害を引き起こしていること（Duesberg, 1996; Hu
mphries, 2015; McBean, 1957）がそれを示している。WHOは我々の国々の一部ではあり
ませんが、“ワクチン”に関するすべてを推奨し、訓練し、規則化し、規制し、承認し
、検査しています。すべては完璧なサークルの中にあり、WHOは健康政策において各
国の上に位置しています。これを裏付けるために、このマニュアルから二つの模範的
な文言を引用できます。

1- 「品質保証は、ワクチンやその他の生物学的製品において特に困難である。
これらの製品の品質は最終包装製品の管理だけでは完全に決定できないためである」。
これは誤謬であり、ワクチンを含むあらゆる医薬品またはバイオテクノロジー製品の品質は、

製品の仕様を考慮した適切な手順と技術を用いれば決定可能です。一方で、これ
らの製造には、材料および工程の詳細を記録した厳格な文書（バッチレコード）が必
要であり、製品やロットに欠陥があったり品質に関するクレームが生じた場合には、
その原因を特定するためにこれらの記録を参照できる。

2- “ワクチンの品質を確保するために、ANRは国連機関にワクチンを販売する国の
規制当局を公式に認定・承認することができる。これはWHOが規制機能の評価を実施
し、
その機能を完全に満足のいくものと認めたことに基づいている。”

これらは常識に欠け、短期的かつ不十分な措置であり、必ずしも各国の特性や文
化に適合しているとは限らない。一方で、これらの製品の多くがほぼ全人口に使用さ
れていることを考慮すると、該当分野における各国の規制当局は、極めて慎重な措置
を講じるべきであり、その措置は主権、福祉、尊重、各国民の平和的発展に基づく真
の国家利益のみに応じた合理的かつ独立した戦略に基づくべきである。さもなければ
、これらの大量適用製品の製造における欠陥の可能性や、誤ったまたは偏った科学的
概念に基づいている事実、あるいはこれらの製品に関連する問題のある元素や側面の
特定の失敗や欠如など、基本的な側面を考慮しないという愚行は、適用時に特定され
ていない問題を含め、衛生的、社会的、経済的に広範な災害を引き起こし、人口の大
部分および国の構造に影響を及ぼし、その結果、膨大な経済資源と長期間の回復期間
を要することになる可能性がある。

また、マニュアルには明確に記載されています：「世界保健機関は、本出版物に
含まれる情報が完全かつ正確であることを保証しません。」 同機関は、これらのデー
タの利用によって生じたいかなる損害についても責任を負いません。」
では、どのようにしてANRは、規則を課す一方で、その規則や勧告に対して責任を負
わない機関に従うことができるのでしょうか？
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最近、ワクチンの大量使用を推進する者（Plotkin, 2024）は、新しいワクチンの安
全性プロファイルを完全に特徴付けるための承認後の研究の欠如など、少なくともい
くつかの否定的側面を認めざるを得ませんでした。彼らは、承認前の臨床試験が試料
サイズ、追跡期間、および集団の異質性に制限があると主張しています。COVID-19
ワクチンによって引き起こされたこの問題の状況は既に周知の事実であるにもかかわ
らず、またこれらの実験段階の製品による健康被害の管理に関与する関係者の明白な
怠慢にもかかわらず、これらの注射剤の内容物に関する徹底的な研究および人口の健
康被害に対処するための資金投入は極めて必要であり、二度と人体に有害な注射可能
な物質を使用してはならない。

4.4 新しい医療技術：検出された異物元素との関連性

ランタノイドの技術的および科学的応用は過去20年間において画期的なものであ
り、今後数年間においても輸送、エネルギー生成、コンピューティングなどに顕著な
影響を及ぼすことが確実であると断言できる（EcheverryおよびParra, 2019）。

組成分析に加え、世界各地の研究者はCOVID-19ワクチンの試料に関する研究を行
い、直交形態を持つ微粒子の自己組織化現象を観察しています（Delgado, 2022、Nixon
2023、LeeおよびBroudy, 2024、Zelada, 2024）。 この現象と同様に、接種後の人々に
おける磁化現象も重要であることを強調すべきです。韓国および日本の研究者（Lee
およびBroudy, 2024）は、ファイザー、モデルナ、アストラゼネカ、ノババックスの
試料を用いて立体顕微鏡観察を実施し、600日以上にわたり異なる条件下でインキュ
ベートし、無菌条件下で時間経過に伴う微視的変化を追跡しました。培養媒体を常に
更新し、試料の乾燥を許さず、さらに滅菌蒸留水および生理食塩水を媒体として使用
したことにより、生物学的汚染や有機・無機塩類の結晶形成（媒体の飽和による結果
）といった影響を排除できたことは、自己組織化プロセスをリアルタイムかつ明確に
特定する上で不可欠であり、これにより異常な構造を持つ粒子の形成が確認された。
これは他の研究者による同様の発見を裏付けるだけでなく、含有物中またはナノ粒子
から形成される各微細構造の特異的な組成および機能の詳細な特性評価を必要とする
ものである。これらの研究は他の研究と合わせて、本研究でICP-MS分析（表10）を用
いて実施した結果とともに、世界中の独立した複数の研究者によって分析された前述
のブランドのバイアル内容物が、製造者によって申告されたものとは異なることを示
している。それどころか、近年の人類の歴史において前例のない発見であり、薬理学
や医学の分野だけでなく、品質管理に関する規制プロセスにおいても未曾有の事態で
ある。

驚くべきことに、製造者が申告したものとは全く異なる化学元素が発見され、これら
はこれまで医療処置や予防措置において人間に使用されたことがなく、また生物学的
プロセスとも一切関連がない。
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これらは自然のものではなく、この新規かつ隠蔽された技術の非適合性を明らかにし
ている。この技術は明らかに記述された目的とは異なるナノテクノロジーであり、さ
らに、提供された情報が誤解を招くものであるため、すべての人間に固有の自由意志
という正当かつ不可侵の権利を侵害し、適切なインフォームドコンセントの行使を妨
げている。

ナノテクノロジーに基づく製品がほぼすべての科学分野、特に医薬品において増
加していることは、現代社会におけるナノ材料の重要性を改めて示しています。しか
しながら、これに伴い、品質、安全性、有効性および毒性に関する問題が一般市民お
よび科学コミュニティの間で懸念されています（MahamuniおよびDhanavade, 2023）。
 利用可能なほとんどのナノ医薬品（NMc）は、生体分子レベルで細胞成分および遺伝
物質と相互作用し、直接的および間接的にゲノム機能に影響を与えます（Ali et al., 20
23）。 これにより、治療的に有益な効果が期待される一方で、遺伝毒性や遺伝子変異
などの負の影響が生じる可能性があり、これらは人間にとって致死的となる場合があ
ります。現在、「ナノアーキテクチャ」と呼ばれる新しい概念があり、自己組織化プ
ロセスは幅広い材料と応用を含んでいます（Devaraj et al., 2021）。 これには、膜貫通
チャネル、ペプチドコンジュゲート、ベシクル、医薬品送達、細胞培養、超分子分化
、分子認識、光学およびエネルギー貯蔵が含まれます（Ariga et al., 2019）。 これらの
材料を開発するために、多くの場合、パラジウム、ニッケル、スズ、金、コバルト、
銅などの化学元素で機能化された酸化グラフェンが用いられます（Hejaki et al., 2021）
。

これらの元素は、本研究で分析された「ワクチン」の40％以上の試料に存在しています（表9）。 同様に、他の化学元素は

自己組織化材料としてセレン、カドミウム、亜鉛、マンガン、白金およびチタン（He
jaki et al., 2021）が用いられており、分析された試料中に3〜40％の範囲で存在してい
る（表9）。

COVID-19ワクチンの結果を観察すると、ランタノイドの存在、粒子の蛍光、磁化
現象（主に頭部および頸部領域）、神経レベルでの影響、ナノ粒子の自己組織化が認
められる。これらの成分および人体に引き起こす現象を理解するために、神経調節－
ナノ粒子－ランタノイド－蛍光に関する最新の研究動向を検討し、オプトジェネティ
クス、アップコンバージョンおよび量子ドット（QD）の進展について記述する。

多様なナノ材料の中で、コロイド状の量子ドット（quantum dots, QD）は、神経イ
ンターフェースに対して独特の光電子特性を提供する（Hu et al., 2024）。 ナノエンジ
ニアリングの進展により、神経制御のためのQDの利用が期待されている（Karatum 20
22）。 神経疾患の治療を目的とした多くの療法がQDを用いることを提案しているが
、まず第一に、QDによって誘発される神経毒性のメカニズムを考慮しなければなら
ない。非神経特異的なメカニズムとしては、酸化ストレス、重金属イオンの放出、細
胞アポトーシス、ミトコンドリア機能障害、炎症、オートファジー、フェロプトーシ
ス、ピロトーシス、ゲノム不安定性があり、神経特異的な作用メカニズムとしては、
GABA代謝経路への介入が挙げられる。
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神経伝達物質受容体を介したもの（Hu et al., 2024）。 これは、異なる種類の量子ドット（CdSe、
CdTe、MoS2、グラフェン量子ドットなど）を異なる投与量（10〜100 ppm、1〜25 nMなど）で、
異なる細胞培養（BV2、U87、U373、U251など）において毒性評価することにより決定された。

近年、上方変換ナノ粒子（UCNP）が開発されており、これらはランタノイドイ
オン（Dy3+、Er3+、Eu3+、Gd3+、Ho3+、Lu3+、Sm3+、Tb3+、Tm3+、Y3+、Yb3+）をドー
プしたナノ結晶である。これらは赤外線光で励起可能であり、オプトジェネティクス
において、光に感受性のある膜タンパク質（オプシンやロドプシンなど）を持つニュ
ーロンの活性化または不活性化に用いられ、これら全体が神経調節のメカニズムに該
当する（Yi et al., 2021; Chen et al., 2016）。 ランタノイドをドープしたNaGdF4、NaYF4

、NaErF4のUCNPが、異なる神経細胞集団におけるオプトジェネティクス調節のため
に試験された（Liu et al., 2021）。 Yb3+、Er3+、Tm3+およびHo3+をドープしたNaYFのU
CNPは、クラトリンおよびカベオラを介したエンドサイトーシスによって神経細胞に
取り込まれることが確認された（Zajdel, 2023）。

5. 結論

本研究で示された結果は、良くても、2020年末から2021年初頭にかけて世界中の
人口に大量接種された注射剤の品質管理および製造プロトコルに関して重大な疑念を
投げかけるものである。
さらに、検出された元素の種類および量の大部分は、生物学的および生理学的な正常
なプロセスと生体適合性を欠き、生物学的に健康な有機体の特徴であるホメオスタシ
スを維持するのに適していません。すなわち、生命が正常に営まれるための最低限の
健康状態を満たしていません。したがって、これらの結果を踏まえれば、異なる製造
者から供給されたこれらの接種物に関連する副作用の多様性と深刻さを理解すること
は容易です。一方で、これらのワクチンに関連する死亡率の研究において、南半球の
17か国における「COVID-19ワクチン」については、研究実施時点までに「COVID-19
ワクチン」が人間の健康に有益な効果をもたらす証拠は見つかっていません（Rancou
rt, et al., 2023）。

発見された元素の同定およびその量の範囲、ならびに研究対象とした注射剤の物
理的および化学的特性に基づき、異なるブランドの製品間に非常に高い類似性が存在
することを強調することは極めて重要である。言い換えれば、同一ブランドのロット
間、また分析対象となった異なるブランド間において、通常予想される統計的変動を
超えた差異は存在しないと思われる。
本研究で詳細に述べたように、異なるブランドにおける元素の存在の差異は、むしろ
サンプリング効果に起因し、さらにそれは各バイアルの内容物の構造に起因するもの
であり、各ブランド固有の製造プロセスや通常の生産過程における統計的変動による
ロット間の差異によるものではない。本研究の探索的分析において、試料の数および
規模が限られているにもかかわらず、この点は注目に値する。より多くの試料および
ロットの分析によって、これらの傾向が確認される可能性が極めて高い。本研究の発
見から、接種された集団に観察される多様な病態は、
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特定のロットやブランドの製造または流通過程における偶発的または孤立した問題に
よるものではなく、むしろこれらすべての製品に共通する技術および組成に起因し、
人間に有害であると推察される。最終的に、人類が直面している状況は極めて深刻で
ある。なぜなら、すべてのブランドのすべてのロットの注射剤に共通する原因が特定
されているため、接種を受けたすべての人々が程度の差こそあれ影響を受けているこ
とを意味するからである。したがって、接種時およびその後の各個人の特有の特徴が
、世界人口に対するこれらの接種物の大量適用に伴う症候群および病理の多様性と複
雑性をよりよく説明します。これらの特徴の中には、決して網羅的または最終的なも
のを意図しないリストとして、関連性があると思われるものをいくつか挙げることが
できます。そのリストには、各個人の特有の健康状態、独自の遺伝的構成、エピジェ
ネティクス、居住地の汚染レベル、食習慣、座りがちか身体活動の有無、体内の中毒
度、年齢、心理的習慣および行動、非電離放射周波数への曝露などの変数が含まれる
可能性があります。以上を踏まえ、一般人口の健康のために最も合理的かつ適切な行
動は、特定のロットやブランドだけでなく、これらすべての注射剤の使用を緊急に停
止することです。また、この種の研究および補完的な研究を拡大・深化させることは
極めて重要であり、これら注射剤の組成および構造に関する知見を深めることで、こ
れらの病理を引き起こすメカニズムを理解し、緩和療法の開発に繋げることを目的と
しています。

最後に、世界各国の政府がこれらの製品に関して適切な調査を実施することは極
めて緊急であり、これは通常、品質に関する苦情（ファーマコビジランス）に対して
行われるものです。世界中の司法機関は、世界的な死亡率の増加、有害事象の記録、
そしてこれらの製品が免疫付与を目的として開発されていないことの明確な証明に鑑
み、状況の深刻さに応じて、WHOおよびその関連機関、製薬企業、各国政府に対して
直ちに行動を起こすべきです。対応する告発は行われており、司法の迅速な対応を待
っています。

私たちは、世界人口の管理を目的とし人類の自由を奪おうとする経済的利益のた
めに人権が二度と侵害されないよう、良識に訴えかけます。
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